
※平均正答率を表示

正答率 大分市 大分県 全国 正答率 大分市 大分県 全国
国語A 72.8 72.7 72.9 国語B 59.5 58.2 57.8

領域別正答率 大分市 大分県 全国 領域別正答率 大分市 大分県 全国
話すこと・聞くこと 81.3 80.7 79.2 話すこと・聞くこと 52.3 51.0 51.1
書くこと 73.1 72.0 72.8 書くこと 55.3 54.3 53.4
読むこと 79.8 79.0 78.5 読むこと 71.3 70.3 69.3
伝・国 70.6 70.8 71.1 伝・国 - - -

観点別正答率 大分市 大分県 全国 観点別正答率 大分市 大分県 全国
関心・意欲・態度 - - - 関心・意欲・態度 57.2 56.1 54.7
話す・聞く能力 81.3 80.7 79.2 話す・聞く能力 52.3 51.0 51.1
書く能力 73.1 72.0 72.8 書く能力 55.3 54.3 53.4
読む能力 79.8 79.0 78.5 読む能力 71.3 70.3 69.3
知識・理解・技能 70.6 70.8 71.1 知識・理解・技能 - - -

※領域別正答率の「伝・国」は、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」
※観点別正答率の「知識・理解・技能」は、「言語についての知識・理解・技能」

○主として「知識」に関する問題（Ａ問題）は、全国を下回っている。主として「活用」に関する問題（Ｂ問題）は、全国を上
回っている。 
○A問題の領域別では、「話すこと・聞くこと」、「書くこと」、「読むこと」は、全国を上回っている。「伝統的な言語文化と国
語の特質に関する事項」は、全国を下回っている。 
○Ｂ問題の領域別では、すべてにおいて全国を上回っている。 
○Ａ問題では、「漢字を正しく読むことや書くこと」や「平仮名で表記されたものをローマ字で書くこと・ローマ字で表記さ
れたものを正しく読むこと」、「書き手の表現の仕方をよりよくするために助言すること」に課題が見られる。 
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平成２８年度 
全国学力・学習状況調査                      小学校６年 国語 

国語Ａ：主として「知識」に関する問題 国語Ｂ：主として「活用」に関する問題 

《伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項》 
○漢字を正しく読むことや書くことの指導の充実 
・当該学年の配当漢字を指導するに当たっては、日常的に文や文章の中で適切に使うことができるようにする
ことが重要である。身の回りにある本や新聞等に、新出漢字を含む熟語があるかどうか探す活動を仕組んだ
り、新たに学んだ漢字の由来を調べる活動を仕組んだりするなど、児童が興味をもって漢字を読んだり書いた
りする機会を、意図的・計画的に設定することが大切である。 
○ローマ字を正しく読むことや書くことの活動の充実 
・生活の中でローマ字を見たりコンピュータを活用したりする機会が増えるなど、ローマ字は児童の生活に身
近なものになっている。指導に当たっては、児童がローマ字に慣れ親しむことができるよう、教室の掲示に
ローマ字を用いたり、ローマ字表記の添えられた案内板やパンフレットを見つけさせる活動を仕組んだりする
ことが大切である。また、第３学年だけでなく、第４学年以降においても、総合的な学習の時間等を活用し、
ローマ字入力によりコンピュータで情報収集させたりリーフレットを作成させたりするなど、他の教科等にお
ける学習活動との関連を図り、継続的に指導することが大切である。 
《書くこと》 
○書き手の表現の仕方をよりよくするために助言することの指導の充実  
・自分の文章の表現の効果を確認したり更に工夫したりするためには、読み手の立場から文章を客観的に評価
することができるよう、自己評価に加えて相互評価を積極的に位置付けることが必要である。指導に当たって
は、写真アのように、当該学年だけでなくこれまでに学習した構成や記述に関する内容を評価者が共有できる
よう、相互評価の観点として教室内に提示したり、写真アやイのように、修正すべき内容とともに、どのよう
に書き換えればよいのかを具体的に指摘することができるよう、接続語や気持ちを表す言葉等の例を示したり
することが大切である。なお、その際には、修正個所の指摘だけにならないように、互いの書いた文章のよさ
を感じ取らせることが大切である。 
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写真ア 背面黒板に掲示された相互評価の観点 写真イ これまで使用した表現をまとめたファイル 



※平均正答率を表示

正答率 大分市 大分県 全国 正答率 大分市 大分県 全国
算数A 77.6 77.9 77.6 算数B 47.6 46.7 47.2

領域別正答率 大分市 大分県 全国 領域別正答率 大分市 大分県 全国
数と計算 80.4 81.3 80.5 数と計算 44.6 43.7 44.4
量と測定 78.1 77.3 77.0 量と測定 44.1 43.5 43.7
図形 78.9 79.1 78.8 図形 36.0 35.9 36.3
数量関係 67.7 67.2 68.5 数量関係 43.9 42.6 42.9

観点別正答率 大分市 大分県 全国 観点別正答率 大分市 大分県 全国
関心・意欲・態度 - - - 関心・意欲・態度 - - -
数学的な考え方 - - - 数学的な考え方 41.5 40.6 40.9
技能 82.3 82.9 82.5 技能 53.2 51.8 53.3
知識・理解 75.5 75.7 75.4 知識・理解 69.2 69.3 69.5

※観点別正答率の「技能」は、「数量や図形についての技能」、「知識・理解」は、「数量や図形
についての知識・理解」

○主として「知識」に関する問題（A問題）は全国と同等である。主として「活用」に関する問題（Ｂ問題）は、全国を上
回っている。 
○A問題の領域別では、「量と測定」、「図形」は、全国を上回っている。「数と計算」、「数量関係」は、全国を下回って
いる。 
○Ｂ問題の領域別では、「数と計算」、「量と測定」、「数量関係」は、全国を上回っている。「図形」は、全国を下回って
いる。 
○Ａ問題では、「小数の除法の計算」や「基準量と比較量の関係」に課題が見られる。 
○Ｂ問題では、「面積調べによるきまりの発展的な考察」や「図形の構成と論理的な考察」に課題が見られる。 
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平成２８年度 
全国学力・学習状況調査                  小学校６年 算数 

算数Ａ：主として「知識」に関する問題 算数Ｂ：主として「活用」に関する問題 
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《数と計算》 

○小数の除法の計算の仕方の指導の充実 

・小数の除法では、「除数及び被除数に同じ数をかけても、同じ数でわっても商は変わらない」という除法の

性質をいかして整数に置き換えて計算するなど、既習の計算を活用して計算の仕方を考えさせることが重要で

ある。なお、除数と商の大きさの関係については、除数が１より小さいとき、理解が困難になる児童が見られ

ることから、数直線を用いるなどして、商が被除数よりも大きくなる理由について説明できるように指導する

ことが大切である。 

《量と測定》 

○見付けたきまりを発展的に考察する力を高める指導の充実 

・見付けたきまりを具体的な問題場面でいつでも成り立つか考 

えたり、きまりが成り立つ理由を説明したりするなど、発展的 

に考察させることが重要である。例えば、本設問を用いて、図 

で示された図形の変形を実際に行い、差が４㎠になることを説 

明させる活動が考えられる。その際、児童の予想を基に、言葉 

や図、式等を適切に関連付けて説明できるよう指導することが 

大切である。 

《図形》 
○図形の特徴を基に、式の意味を解釈する力を高める指導の充実    
・指導に当たっては、図と式を関連付け、式の意味を解釈させ 
たり、図形の構成要素に着目して図形を論理的に考察させたり 
することが重要である。例えば、右のように、四角形の四つの 
角の大きさの和が３６０°になることを考える場合、「１８０ 
×４－３６０」と表現された式の意味について「なぜ３６０を 
ひくのか」問い返すなどして、点Ｅのまわりの角に着目して説 
明できるよう指導することが大切である。 
《数量関係》 
○基準量と比較量の関係を正しく捉える力を高める指導の充実    
・日常生活において、増量や値引きなどさまざまな場面で割合 
が用いられている。その意味を理解するためには、基準量と比 
較量、割合の関係を正しく捉えさせることが重要である。例え 
ば、右のように定員が基準量である問題では、図を用いるなど 
して、定員が１００％であり、乗っている人数が１２０％であ 
ると捉えることができるよう指導することが大切である。 
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四角形の角の大きさの和が３６０°
であることを図を使って説明しよう 

三角形の３つの各の大きさの和は１８０° 

三角形が４つできる 

３６０ひいて３６０°になる 
 

 
 
 
 
・点Ｅのまわりの角の大きさが３６０°だから 

 よぶんをひく 

・中央に集まった角の大きさが３６０°だから 

 よぶんをひく 

なぜ３６０をひくのか 

（式）１８０×４－３６０＝３６０ 

バスに乗っている人数は６０人です。乗っている人数は、定員よりも
定員の２０％多いそうです。このバスの定員は、何人でしょう。 

減った部分   １×７＝７ 

増えた部分   ６×１＝６ 

  差        ７－６＝１ 

面積は、１㎠小さくなる 減った部分   ２×７＝１４ 

増えた部分   ５×２＝１０ 

  差       １４－１０＝４ 

面積は、４㎠小さくなる 

正方形の縦の長さを１㎝短くし、横

の長さを１㎝長くすると、面積はどう

なるかな 

なぜ、４㎠になったのかなあ・・・ 

増減する長さを２㎝にすると、面積

はどうなるかな 

長さが変わっても同じように考えるこ

とができるかな 

面積は２㎠小さくなるのではない

かな 



※平均正答率を表示

正答率 大分市 大分県 全国 正答率 大分市 大分県 全国
国語A 75.3 74.7 75.6 国語B 67.4 66.2 66.5

領域別正答率 大分市 大分県 全国 領域別正答率 大分市 大分県 全国
話すこと・聞くこと 78.1 77.9 78.9 話すこと・聞くこと - - -
書くこと 73.5 73.2 73.7 書くこと 58.7 58.2 58.3
読むこと 77.6 76.9 78.6 読むこと 67.4 66.2 66.5
伝・国 74.0 73.2 73.9 伝・国 - - -

観点別正答率 大分市 大分県 全国 観点別正答率 大分市 大分県 全国
関心・意欲・態度 - - - 関心・意欲・態度 58.7 58.2 58.3
話す・聞く能力 78.1 77.9 78.9 話す・聞く能力 - - -
書く能力 73.5 73.2 73.7 書く能力 58.7 58.2 58.3
読む能力 77.6 76.9 78.6 読む能力 67.4 66.2 66.5
知識・理解・技能 74.0 73.2 73.9 知識・理解・技能 － － －

※領域別正答率の「伝・国」は、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」
※観点別正答率の「知識・理解・技能」は、「言語についての知識・理解・技能」

○主として「知識」に関する問題（Ａ問題）は、全国を下回っている。主として「活用」に関する問題（Ｂ問題）は、全国を上

回っている。 

○Ａ問題の領域別では、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」は、全国を上回っている。「話すこと・聞くこ

と」、「書くこと」、「読むこと」は、全国を下回っている。 

○Ｂ問題の領域別では、すべてにおいて全国を上回っている。 

○Ａ問題では、「互いの発言を検討して自分の考えを広げること」や「資料集を使って必要な情報を得ること」、「伝えたい

事柄について、根拠を明確にして書くこと」に課題が見られる。 

○Ｂ問題では、「本や文章などから必要な情報を読み取り、根拠を明確にして自分の考えを書くこと」に課題が見られる。 
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平成２８年度 
全国学力・学習状況調査                  中学校３年 国語 

国語Ａ：主として「知識」に関する問題 国語Ｂ：主として「活用」に関する問題 

《話すこと・聞くこと》 
○互いの発言を検討して自分の考えを広げることの指導の充実 
・合意形成を目指す話合いでは、相手の立場や考えを尊重し、目的や場面に応じて的確に話したり聞いたりする
ことが重要である。その際、互いの発言を比較・検討し、共通点や相違点を整理しながら聞いたり、話題になっ
ている物事について別の立場や視点から考えたりすることを通して自分の考えを広げるとともに、課題の解決に
向けて新たな意見を表出するなどして、話し合った内容を踏まえ、よりよい考えをまとめることができるよう指
導することが大切である。 
 
《読むこと》 
○本や資料集から必要な情報を読み取り、活用する活動の充実 
・本や資料集から必要な情報を読み取る際には、目次や索引、奥付 
等の特徴や役割を理解し、目的に応じて活用することや、本や資料 
集それぞれの特性をいかした読み方を理解することが重要である。 
指導に当たっては、目次や索引等に着目して、求めている情報を得 
ることができそうか見当を付けさせたり、奥付に着目して、発行年 
月日が目的に合っているか確かめさせたりすることが大切である。 
 また、文学的な文章を読む場合でも、難解な言葉の意味や作品の 
時代背景など、必要に応じて他の本や資料集などを参考にし、情報 
を補うことによって、作者の意図や作品の工夫、登場人物の心情な 
どの内容の理解を深めさせることが大切である。 
  
《書くこと》 
○根拠を明確にして書くことの指導の充実       
・根拠を明確にして書くためには、根拠として示す事実が適切かど 
うかを確かめたうえで、自分の伝えたい事柄と根拠とのつながりを 
意識して書くことが重要である。その際、文章の中に自分の考えの 
根拠が明確に書かれているか常に吟味することが必要である。また、 
接続語の使用や文章構成の仕方などによって、読み手に対して、ど 
の部分が根拠であるかがはっきりと伝わるような表現上の工夫をす 
ることが大切である。指導に当たっては、右のようなワークシート 
を活用し、他者との交流を通して自分の考えがより明確に伝わるよ 
うに、他者からの意見や助言を自分の表現に役立てさせる活動を意 
図的に仕組むことも効果的である。 
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※平均正答率を表示

正答率 大分市 大分県 全国 正答率 大分市 大分県 全国
数学A 61.7 60.9 62.2 数学B 42.8 42.1 44.1

領域別正答率 大分市 大分県 全国 領域別正答率 大分市 大分県 全国
数と式 65.8 65.3 65.9 数と式 50.5 49.3 51.5
図形 67.0 65.9 67.1 図形 28.7 27.3 33.3
関数 50.6 50.0 52.0 関数 41.3 41.2 41.4
資料の活用 55.7 54.8 56.5 資料の活用 37.2 37.7 39.3

観点別正答率 大分市 大分県 全国 観点別正答率 大分市 大分県 全国
関心・意欲・態度 - - - 関心・意欲・態度 - - -
見方や考え方 - - - 見方や考え方 37.6 36.8 38.9
数学的な技能 66.8 65.9 66.9 数学的な技能 57.0 56.6 58.5
知識・理解 56.0 55.4 56.8 知識・理解 - - -

※観点別正答率の「見方や考え方」は、「数学的な見方や考え方」、「知識・理解」は、「数量や
図形についての知識・理解」

○主として「知識」に関する問題（Ａ問題）及び主として「活用」に関する問題（Ｂ問題）は、ともに全国を下回っている。 
○領域別では、すべての領域において全国を下回っている。 
○Ａ問題では、「作図した図形の特徴についての理解」や「『同様に確からしい』ことの意味の理解」に課題が見られる。 
○Ｂ問題では、「表の特徴から関数関係を見いだし、説明すること」や「具体的な場面で方程式を活用すること」に課題
が見られる。 
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平成２８年度  
全国学力・学習状況調査                     中学校３年 数学 

数学Ａ：主として「知識」に関する問題 数学Ｂ：主として「活用」に関する問題 
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《数と式》 

○数量の関係を表や線分図を用いて見いだし、求めた解を事象に即して検討する活動の充実 

・方程式を活用して問題を解決するためには、問題の中の数量の関係を文字式や数で表すことが必要である

が、この立式の段階でつまずく生徒が多い。指導に当たっては、簡単な数をあてはめたり、情報を表や線分図

に整理したりするなど、自分なりに試行錯誤して数量の関係を見いだす活動を繰り返し取り入れることが重要

である。また、求めた解がはじめの問題の答えとして適切なものであるかどうかを調べ、事柄が成り立つかど

うかを説明する活動を取り入れるなど、目的に応じて結果を検討する態度をはぐくむことが大切である。 
 

《図形》 

○図形の性質に基づき、作図の方法を振り返る活動の充実 

・作図の学習においては、手順通りに作図するだけでなく、すでに作図さ 

れたものが何を表しているかを判断することによって平面図形についての 

理解を深めることが重要である。例えば、右図のように△ＡＢＣにおいて、 

辺ＢＣを底辺とするときの高さを表す作図を数種類の作図から選ぶととも 

に、線対称な図形の性質と関連付けて作図の手順を振り返り、垂線がひけ 

る理由を説明する活動を取り入れることが考えられる。さらに、他の作図 

についても同様に振り返り、作図の方法を「図形の対称性」の観点から統 

合的に捉えさせることが大切である。 
 

《関数》 
○表から変化や対応の特徴を捉え、見いだした関数関係について説明する活動の充実 
・関数についての理解を深めるために、条件が不足した表から変化や対応 
の特徴を捉え、既習の関数のうちどれに該当するかを判断する活動を取り 
入れることが重要である。例えば、右図のように、前提となる条件がなく、 
反比例、一次関数いずれともとれる表を示し、反比例や一次関数と判断で 
きる理由や比例は適していない理由をそれぞれの関数の特徴を根拠に説明 
する活動を取り入れることが考えられる。また、第３学年で学習する関数 
𝑦 = 𝑎𝑥2において同様の場面を設定することも大切である。 
 

《資料の活用》 
○「同様に確からしい」ことの意味に基づき、事柄の起こりやすさを捉える活動の充実 
・確率の学習においては、実際に多数回の試行を行うなどの経験を通して、ある事柄 
の起こる割合が一定の値に近づくことを実感を伴って理解できるようにすることが重 
要である。一方で、場合の数に基づいて確率を求める際に、「同様に確からしい」 
ことが分かっていても、「数回程度の試行では確率は不確定であり、前の試行が次の 
試行に影響する」と誤解する傾向が見られることから、求めた確率が正しいかどうか 
だけではなく、事柄の起こりやすさについてどのようなことが分かったのかを話し合 
わせるなどして結果を振り返ることが大切である。 
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平成２８年度 
全国学力・学習状況調査      小学校６年 質問紙調査 
○関心・意欲・態度（国語、算数） 

 「国語、算数の勉強が大切だ」と思う児童の割合は、９０％を超えている。また、「授業の内容がよく分かりま

すか」という質問に対し、国語は８０．８％、算数は７８．３％の児童が肯定的な回答をしており、概ね全国平均

と同等である。  
 

○学習時間等 

 家庭での学習時間は、平日・休日とも全国平均を上回っている。（平日１時間以上７２．３％、休日１時間以上

６９．２％） また、テレビ視聴時間やテレビゲーム、インターネットをする時間は、概ね全国平均と同等である。 

家庭学習では、宿題をしている割合は９６．９％と高いものの、授業の予習をしている割合は３８．８％となって

おり、全国平均を下回っている。学校からは、積極的に宿題が出されており、特に「調べたり文章を書いたりし

てくる宿題」を与えた割合が全国を上回っている。  

 携帯電話やスマートフォンでの通話やメール等の利用率は約５９％と昨年度より５％増えており、家庭との連

携を図りつつ、携帯電話等の利用やその他情報モラル等に関して適切に指導を継続していく必要がある。 
 

○学校生活 

  児童の学校生活への満足度は、概ね全国平均と同等であり、学校に行くのは楽しく、特に友達と会うのが楽

しいと感じている児童が９５．７％と多い。また、先生に対する信頼度は全国平均を上回っている。 教職員は、

児童一人一人のよい点や可能性を見付け、児童に伝えるなど、積極的に評価している割合が全国平均を上

回っている。 今後も、望ましい人間関係を形成し、集団の一員として学級や学校におけるよりよい生活づくり

に積極的に参加し、さまざまな問題を解決しようとする自主的な態度の育成に努めることが必要である。 
  

○基本的生活習慣、家庭でのコミュニケーション、社会に対する興味・関心 

 基本的生活習慣及び社会に対する興味・関心は、概ね全国平均と同等となっており、地域の行事への参加

率は、全国平均を上回っている。また、地域や社会で起こっている問題や出来事への関心が全国平均を上

回っている。学校では、総合的な学習の時間、朝の会や帰りの会等で地域や社会で起こっている問題や出来

事を学習の題材として積極的に取り扱った割合が全国平均を上回っている。 家庭でのコニュニケーションは、

全国平均と同様である。 今後も、学校、家庭、地域社会が一層連携・協力して、子どもの基本的な生活習慣

の確立に努めることが必要である。 
  

○自尊感情、規範意識 

 自尊感情、規範意識については、概ね全国平均と同等である。 今後も、学校・家庭・地域社会の連携を図り

つつ、道徳教育に係る学校や学年の段階ごとの指導の重点の明確化、教材の充実、体験活動の推進など、

道徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて豊かな人間性や社会性をはぐくむ道徳教育の一層の充

実に努めることが必要である。 
 

○言語活動 

 概ね全国平均と同等になっている。４００字詰め原稿用紙２、３枚の感想文や説明文を書くことについて、肯

定的な回答をした児童の割合は全国平均を上回っている。また、自分の考えを発表する場面で、自分の考え

がうまく伝わるよう工夫している児童の割合が全国を下回っている。 教職員が、「児童は、授業において、自

らの考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組み立てなどを工夫して、発言や発表を行うことができている」

と回答している割合は全国平均を下回っており、課題が見られる。 
 

○校種間連携 

 近隣の中学校と教育目標及び成果や課題の共有が全国平均を上回っており、小中一貫教育の取組が充実

している。児童生徒の交流や合同研修の開催、教員同士の交流も図られている。 今後も、子どもたちの心身

の発達や生徒指導上の諸問題、学力形成上の特質の違い等による小中の段差の軽減を図り、「確かな学力」、

「豊かな心」、「健やかな体」をバランスよく育成し「生きる力」をはぐくむうえから、義務教育９年間を見通した系

統的な教育を行う小中一貫教育の推進を図る必要がある。 
 
 



平成２８年度 
全国学力・学習状況調査      中学校３年 質問紙調査 
○関心・意欲・態度（国語、数学） 

 「国語の授業の内容はよく分かりますか」に対し肯定的に回答した生徒の割合は全国を下回っている。「国語

の勉強は好きですか」に対し、肯定的に回答した生徒の割合は全国平均と同等である。 

 「数学の授業の内容はよく分かりますか」、「数学の勉強は好きですか」に対し、肯定的に回答した生徒の割

合は全国を下回っている。「数学ができるようになりたいと思いますか」に対し肯定的に回答した生徒の割合は

全国と同等である。 
 

○学習時間等 

 家庭での学習時間は、平日・休日とも全国平均を上回っている。（平日２時間以上５１．４％、休日２時間以上

６８．０％）また、テレビ視聴時間やテレビゲーム、インターネットをする時間は、全国平均を下回っている。 

 家庭学習の内容は、授業の復習が全国を上回っているが、授業の予習や教科書を使いながらの学習が全

国平均を下回っている。また、調べたり、文章を書いたりしてくる課題（国・数）を与えている学校の割合が全国

平均を下回っており、家庭での学習内容のバランスに課題が見られる。 

 授業時間以外の読書時間は、全国平均を下回っている。４７．６％が「全くしない」と回答しており、課題が見

られる。 
 

○学校生活 

 友達同士で話し合ってきまりを決めたり、学級で協力して何かをやり遂げたりすることなど、学校生活への満

足度は全国平均を上回っている。今後とも望ましい人間関係を形成し、集団の一員として学級や学校における

よりよい生活づくりに積極的に参加し、さまざまな問題を解決しようとする自主的な態度の育成に努めることが

必要である。 

   

○基本的生活習慣、家庭でのコミュニケーション、社会に対する興味・関心 

 基本的生活習慣は、概ね全国平均となっている。社会に対する興味・関心や地域への関わりは全国平均を

上回っている。学校では、地域や社会で起こっている問題や出来事を題材として授業等で取り扱っている割合

が全国平均を下回っており、課題が見られる。 

 学校での出来事を家の人と話したり、家の手伝いをしたりするなど、「家庭でのコミュニケーション」は、全国

平均を上回っている。今後も、学校、家庭、地域社会が一層連携・協力して、子どもの基本的な生活習慣の確

立に努めることが必要である。 
  

○自尊感情、規範意識 

 自尊感情、規範意識については、全国平均を上回っている。今後とも学校・家庭・地域社会の連携を図りつ

つ、道徳教育に係る学校や学年の段階ごとの指導の重点の明確化、教材の充実、体験活動の推進など、道

徳の時間を要として学校の教育活動全体を通じて豊かな人間性や社会性をはぐくむ道徳教育の一層の充実

に努めることが必要である。 
 

○言語活動 

 概ね全国平均と同等である。４００字詰め原稿用紙２，３枚の感想文や説明文を書くことについてや、話し合

う活動を通じて自分の考えを他の人に深めたり、広げたりたりすることについて肯定的な回答をした生徒の割

合は全国平均を上回っている。授業において生徒自ら課題を設定し、解決に向けて話し合い、まとめ、表現す

るなどの活動を取り入れた学校や資料を使って発表ができるように指導した学校の割合は、全国平均を下

回っており、課題が見られる。今後は、意見を発表する場や時間の確保だけでなく、根拠を挙げて説明させる

など、発表方法や内容等についての指導の充実を図り、コミュニケーション能力等を高めることが必要である。 
 

○校種間連携 

 校区の小学校と教育目標及び成果や課題の共有が全国平均を大きく上回っており、小中一貫教育の取組

が充実している。児童生徒の交流や合同研修の開催、教員同士の交流も図られている。今後も、子どもたち

の心身の発達や生徒指導上の諸問題、学力形成上の特質の違い等による小中の段差の軽減を図り、「確か

な学力」、「豊かな心」、「健やかな体」をバランスよく育成し「生きる力」をはぐくむうえから、義務教育９年間を

見通した系統的な教育を行う小中一貫教育の推進を図る必要がある。 

  


